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77　宋と北方民族 
【Ａ】北方民族の活動
唐の滅亡とともにモンゴル系の遊牧民（　①　）が勢力を拡大し，10世紀初め
に諸部族を統一した（　②　）が遼を建国した。五代の（　③　）の建国を助けた
遼は，その代

だい
償
しょう
として（１）河

か
北
ほく
・山
さん
西
せい
の北部一帯を獲

かく
得
とく
し，宋の建国後もたびた

び華北に侵入したため，宋は毎年多額の歳
さい
幣
へい
を贈

おく
ることを条件に（　④　）とよ

ばれる和
わ
議
ぎ
を結んだ。漢人の住む農耕地帯を獲得した遼は，遊牧民には（　⑤　）， 

農耕民には（　⑥　）という制度で統治する二重統治体制をとった。
宋の西方では，チベット系の（　⑦　）が11世紀に独立して（　⑧　）を建て，宋を 
圧迫。遼と同様の和約を結ばせた。また，遼の支配を受けていたツングース系の 
（　⑨　）は，12世紀に（　⑩　）が（　⑪　）を建て宋と結び，（2）1125年に遼を倒した。 
（1）この地域を総称して何とよぶか。
（2）このとき西方へ逃

のが
れて西

せい
遼
りょう
を建国した遼の皇族は誰か。

【Ｂ】宋の政治
後周の将軍であった（　⑫　）［＝太

たい
祖
そ
］は，大運河による物資集散の要

よう
衝
しょう
であ

る（　⑬　）を都として宋を建国し，第２代の太
たい
宗
そう
は中国の再統一をはたした。

宋は武
ぶ
断
だん
政治の風

ふう
潮
ちょう
を改め，唐末以来の地方勢力である（　⑭　）の横行を抑

おさ
え

るため，欠員の補
ほ
充
じゅう
には必ず文

ぶん
人
じん
官
かん
僚
りょう
をあてる（　⑮　）の政策をとった。文人

官僚は隋
ずい
以来の（　⑯　）で選ばれたが，皇帝が臨席する最終試験（　⑰　）が加

えられた。五
ご
代
だい
の戦乱の間に貴族は没落し，試験を突破して官僚となったのは，

おもに経済力のある新
しん
興
こう
地主層の（　⑱　）であった。

武断政治との決別によって中央集権化は進んだが，軍事力の弱体化は周辺諸
民族の侵入をまねいた。和平のための各国への歳幣は国家財政を悪化させ，11
世紀後半の皇帝（　⑲　）は，宰

さい
相
しょう
に（　⑳　）を起用して（3）新

しん
法
ぽう
を実

じっ
施
し
した。 

だがこの改革は，官僚の母体である大地主や大商人の利益を損
そこ
なうものであっ

たため多くの官僚が反対した。彼の引退後は，新法を支持する（　─　）と，こ
れに反対する（　━　）とが長く対立して，宋の国力を消

しょう
耗
もう
させていった。

12 東アジア世界とモンゴル帝国
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76　宋・元の時代

（1 960）
1004
1069

1126
1142

（151206）

1241
1260
1276
1279
1351

建国者：（2 趙
ちょう
匡
きょう
胤
いん
〈太

たい
祖
そ
〉）　 都：（3 開

かい
封
ほう
）　文

ぶん
治
ち
主義

（4 澶
せん
淵
えん
の盟
めい
）　契

きっ
丹
たん
（遼

りょう
）に銀・絹の歳

さい
幣
へい
→1044年には西

せい
夏
か
にも歳幣

（5 王
おう
安
あん
石
せき
）の改革（新法）　皇帝（6 神

しん
宗
そう
）

→（7 旧法党）の反対　代表（8 司
し
馬
ば
光
こう
）

（9 靖
せい
康
こう
）の変→南宋の建国（101127）年　建国者：（11高

こう
宗
そう
）　都：（12臨

りん
安
あん
）

（13金）との間に和議　国境を（14淮
わい
河
が
）とする

（16チンギス	＝	ハン）が大モンゴル国を建国→モンゴル帝国
領土拡大　ナイマン→（17ホラズム	＝	シャー）朝→西夏1227年→金1234年
バトゥの西征による（18ワールシュタット）の戦い
（19フビライ	＝	ハン）の即位　1264年に（20カラコルム）から（21大

だい
都
と
）へ遷都

南宋を滅ぼし，中国統一
南宋の残存勢力滅亡
白
びゃく
蓮
れん
教
きょう
徒
と
による （22紅

こう
巾
きん
）の乱（〜1366）

	 王朝 年 代 	 事　　　　　項 変遷図（概念図）
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